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齋
藤
委
員
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

来
賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
お
・
も
・
て
・
な
・

し
」
と
い
う
独
特
な

慣
用
句
が
流
行
っ
て

い
る
。
最
近
は
披
露

宴
で
も
、
こ
の
５
文

字
を
言
い
換
え
独
特

な
フ
レ
ー
ズ
で
ス
ピ

ー
チ
を
し
て
い
る
方

も
み
た
。
五
輪
招
致
委
員
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
「
お
も
て
な
し
」
を

含
ん
だ
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
は
記
憶
に
新
し
く
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を

勝
ち
取
っ
た
▼
一
方
で
反
五
輪
を

唱
え
る
「
お
・
こ
・
と
・
わ
・
り
」

団
体
も
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、「
震

災
の
復
興
が
先
」「
福
島
第
１
原

発
の
終
息
が
見
え
な
い
」「
４
年

に
１
度
の
感
動
よ
り
日
々
の
生
活

保
障
を
」
な
ど
。
確
か
に
安
倍
首

相
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
の
福
島
第
１

原
発
の
「
放
射
能
汚
染
水
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
発
言
は

疑
問
が
残
る
。
ま
し
て
福
島
県
民

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
だ
ろ
う

か
▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
が
少
な

く
て
も
労
働
者
目
線
で
は
感
じ
ら

れ
な
い
今
、
五
輪
景
気
が
経
済
を

潤
し
、
震
災
復
興
加
速
さ
せ
労
働

者
の
賃
金
向
上
に
つ
な
が
る
の
か

疑
問
だ
。
１
９
６
４
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
日
本
は
、

東
海
道
新
幹
線
の
開
業
・
東
京
モ

ノ
レ
ー
ル
・
首
都
高
速
な
ど
交
通
・

社
会
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
戦

後
か
ら
の
復
興
と
な
り
経
済
発
展

の
起
爆
剤
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

経
済
専
門
家
に
よ
れ
ば
「
１
９
６

４
年
当
時
と
２
０
２
０
年
で
は
日

本
経
済
の
成
熟
度
に
は
大
き
な
違

い
が
あ
る
」
と
単
純
に
推
測
は
で

き
な
い
よ
う
だ
▼
く
し
く
も
国
鉄

入
社
最
終
（
早
生
ま
れ
）
組
は
１

９
６
４
年
、
前
回
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
と
同
じ
生
ま
れ
だ
。

２
０
２
０
年
に
は
56
才
と
な
る
。

は
た
し
て
景
気
は
回
復
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
不
安
は
多
々
あ
る
が

日
本
が
間
違
っ
た
方
向
に
向
か
な

い
よ
う
、
今
の
う
ち
に
安
倍
政
権

を
「
お
・
い
・
つ
・
め
・
る
」
必

要
が
あ
る
（
孝
）

　

＝大会会場の盛岡市つなぎ温泉・愛真館＝

豊巻浩也平和環境
岩手県センター議長

　

地
方
本
部
は
、
第
69
回
定
期
地
方
大
会
を
10
月
11
日
・
12
日
の
両
日
盛
岡
市
・
つ
な
ぎ
温
泉
「
愛
真

館
」
で
関
係
者
約
90
人
が
参
加
の
中
で
開
催
し
た
。

　

方
針
討
論
で
は
、
職
場
の
厳
し
い
労
働
実
態
、
安
全
・
安
定
輸
送
、
岩
泉
線
、
震
災
被
災
地
線
区
の
復

旧
問
題
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
な
ど
で
14
人
が
発
言
し
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
向
か
う
１
年
間
は
「
組
織
の
拡
大
」
「
正
常
な
労
使
関
係
の
確
立
」
「
不
公
平
感
の
な
い
明

る
い
職
場
作
り
」
「
労
働
条
件
改
善
と
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
」
「
平
和
と
民
主
主
義
・
国
民
的
課
題

を
守
る
闘
い
」
「
雇
用
確
保
・
反
首
切
り
・
反
差
別
の
闘
い
」
「
反
原
発
」
な
ど
多
く
の
闘
い
に
全
組
合

員
が
総
力
を
結
集
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
は
地
方
役
員
の
改
選
の
大
会
で
、
３
期
６
年
務
め
た
齋
藤
庄
司
委
員
長
が
退
任
、
佐
々

木
力
新
委
員
長
以
下
の
地
方
役
員
を
選
出
（
裏
面
）
し
た
。

が
見
え
な
い
。
今
こ
そ
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
強
く
訴

え
る
。

　

一
関
市
議
選
で
「
千
葉
信
吉
さ

ん
」
が
当
選
を
勝
ち
取
っ
た
。
一

関
地
区
の
共
闘
・
組
合
員
を
は
じ

め
多
く
の
支
持
者
に
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
る
。
一
関
市
が
抱
え

る
多
く
の
課
題
解
決
に
向
け
、
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
26
年
が
経
過
し
、

職
場
環
境
も
大
き
く
変
化
し
た
。

外
注
化
が
進
む
中
、
最
近
の
輸
送

障
害
の
多
さ
、
Ｊ
Ｒ
の
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
に
対
し
、
大
き
な

不
安
を
感
じ
る
。
技
術
・
技
能
の

継
承
や
若
い
社
員
の
人
材
育
成
に

つ
い
て
重
要
な
時
期
に
来
て
い
る
。

引
き
続
き
「
仕
事
・
安
全
総
点
検

近
藤
・
横
浜
議
長
団
で
進
行

第69回定期地方大会

大　会
特集号

不
公
平
感
の
な
い
職
場
作
り
に
も
全
力

組
織
拡
大
に
全
組
合
員
が
結
集
を

組
織
拡
大
に
全
組
合
員
が
結
集
を

　

大
会
は
、
13
時
に
阿
部
一
久
副

委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

代
議
員
38
人
全
員
の
出
席
を
確
認

し
大
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

宣
言
。
議
長
に
近
藤
信
博
代
議
員

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）
、
副
議
長

に
横
浜
幸
徳
代
議
員
（
青
森
施
設

分
会
）
を
選
出
し
、
議
長
団
の
挨

拶
を
受
け
て
議
事
に
入
っ
た
。

　

最
初
に
齋
藤
庄
司
執
行
委
員
長

が
地
方
本
部
を
代
表
し
挨
拶
（
別

掲
）
。
続
い
て
豊
巻
浩
也
平
和
環

境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
議
長
を
は
じ

め
多
く
の
来
賓
（
別
掲
）
の
方
々

か
ら
激
励
と
連
帯
の
祝
辞
の
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。
（
東
日
本
本
部

か
ら
は
松
井
正
義
委
員
長
が
参
加
、

情
勢
報
告
の
挨
拶
を
受
け
た
）

　

そ
の
後
、
沢
田
光
広
執
行
委
員

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
と
日
程
を

説
明
。
菊
池
要
悦
執
行
委
員
が
大

会
期
日
の
延
期
承
認
を
堤
案
、
承

認
さ
れ
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
設

置
を
提
案
し
確
認
。
佐
々
木
力
書

記
長
が
協
約
・
協
定
締
結
を
提
案
、

承
認
さ
れ
、
書
記
長
が
経
過
の
報

告
と
２
０
１
３
年
度
の
運
動
方
針

案
を
提
案
。
討
論
は
翌
日
と
し
、

小
澤
万
寿
男
選
挙
管
理
委
員
長

（
釜
石
地
域
分
会
）
か
ら
地
方
役

員
、
地
方
委
員
の
告
示
が
堤
案
さ

れ
１
日
目
を
終
わ
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
８
時
30
分
か
ら
再

開
し
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、

国
労
会
館
な
ど
か
ら
の
報
告
が
行

わ
れ
、
経
過
の
質
疑
に
入
り
、
拍

手
で
承
認
さ
れ
、
小
林
良
宏
副
委

員
長
が
決
算
報
告
、
山
川
治
監
査

員
の
監
査
報
告
で
決
算
も
承
認
さ

れ
た
。
続
い
て
小
林
副
委
員
長
が

組
織
検
討
委
員
会
答
申
を
堤
案
・

承
認
さ
れ
、
運
動
方
針
の
討
論
に

入
っ
た
。
討
論
で
は
、
職
場
実
態
、

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
、
安
全
問

題
な
ど
で
14
人
が
発
言
、
中
間
答

弁
と
書
記
長
集
約
が
行
わ
れ
、
方

針
を
拍
手
で
採
決
し
確
立
。
小
林

副
委
員
長
が
予
算
案
を
提
案
、
承

認
さ
れ
、
ス
ト
権
一
票
投
票
を
行

い
出
席
代
議
員
37
人
全
員
の
賛
成

で
ス
ト
権
も
確
立
し
昼
食
休
憩
に

入
っ
た
。

　

昼
食
後
、
小
澤
選
挙
管
理
委
員

長
か
ら
地
方
役
員
・
委
員
が
定
数

通
り
の
立
候
補
で
、
無
投
票
の
選

出
が
報
告
さ
れ
、
新
旧
地
方
役
員

の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
退
任
の
齋

藤
委
員
長
、
阿
部
副
委
員
長
、
高

橋
会
計
監
査
員
の
労
を
拍
手
で
労

っ
た
。
最
後
に
小
野
寺
京
子
婦
人

部
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
堤

案
・
採
択
し
、
議
長
団
が
退
任
。

小
林
副
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
後
、

佐
々
木
新
委
員
長
の
も
と
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
終
了
し
た
。

　

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
、
昨

年
末
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
自

民
党
が
改
選
議
席
を
大
き
く
伸
ば

し
た
。
安
倍
首
相
は
改
憲
や
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
・

消
費
税
増
税
・
原
発
推
進
な
ど
国

民
の
思
い
と
は
掛
け
離
れ
た
政
治

を
進
め
て
い
る
。
消
費
税
増
税
は

来
年
４
月
か
ら
８
パ
ー
セ
ン
ト
と

し
、
復
興
特
別
法
人
税
の
廃
止
、

企
業
減
税
も
継
続
さ
れ
る
な
ど
社

会
保
障
を
切
り
下
げ
、
大
企
業
を

優
遇
す
る
政
策
が
更
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
大
企
業
の
内
部
留
保
は

３
０
０
兆
円
を
超
え
る
と
言
わ
れ
、

今
後
優
遇
税
制
を
続
け
て
も
設
備

投
資
や
労
働
者
の
賃
金
に
回
る
と

は
考
え
ら
れ
ず
景
気
回
復
に
は
疑

問
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
７
ヶ

月
が
過
ぎ
た
。
被
災
者
の
生
活
再

建
は
程
遠
く
、
仮
設
住
宅
で
の
生

活
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発
で
は
今
な
お

放
射
能
汚
染
水
処
理
の
解
決
も
先

運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

本
部
を
中
心
に
事
故
原
因
の
究
明

と
労
使
の
枠
を
超
え
た
会
社
の
安

全
風
土
確
立
や
信
頼
回
復
に
全
力

を
注
い
で
い
く
。
ま
た
、
貨
物
会

社
の
賃
金
抑
制
問
題
も
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

労
働
協
約
の
改
善
と
同
時
に
組

織
拡
大
は
、
全
組
合
員
が
共
通
認

識
し
て
い
る
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

一
括
和
解
後
、
助
役
・
主
務
職
試

験
に
合
格
す
る
組
合
員
も
出
て
き

て
い
る
。
今
こ
そ
全
社
員
が
公
平
・

公
正
に
扱
わ
れ
、
な
ん
で
も
話
せ

る
明
る
い
職
場
を
作
る
た
め
組
織

拡
大
に
奮
闘
し
て
い
こ
う
。
闘
い

の
先
頭
に
立
つ
決
意
を
述
べ
挨
拶

と
す
る
。

【
来
賓
】
（
挨
拶
順
）

　

豊
巻
浩
也
平
和
環
境
岩
手
県
労

組
セ
ン
タ
ー
議
長
、
刈
屋
秀
俊
社

会
民
主
党
岩
手
県
連
合
副
幹
事
長
、

菊
池
幸
夫
日
本
共
産
党
岩
手
県
委

員
会
常
任
委
員
、
伊
藤
茂
岩
手
県

交
通
運
輸
労
働
組
合
協
議
会
副
議

長
、
小
野
寺
正
志
東
北
労
働
金
庫

岩
手
県
本
部
本
部
長
、
来
内
広
幸

全
労
済
岩
手
県
本
部
本
部
長
、
浦

山
正
年
岩
手
県
民
共
済
会
理
事
長
、

松
井
正
義
東
日
本
本
部
執
行
委
員

長（
宮
崎
浩
則
同
執
行
副
委
員
長
）、

髙
嶋
昭
一
鉄
道
退
職
者
の
会
盛
岡

地
方
連
合
会
会
長
、
国
労
議
員
団

（
阿
部
一
男
花
巻
市
議
会
議
員
、星

敦
子
北
上
市
議
会
議
員
、
千
葉
信

吉
一
関
市
議
会
議
員
、
山
崎
道
夫

矢
巾
町
議
会
議
員
、
久
保
孝
喜
・

木
村
幸
弘
岩
手
県
議
会
議
員
は
議

員
団
会
議
か
ら
参
加
）、
佐
々
木
香

代
子
地
方
本
部
家
族
会
会
長
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】
（
順
不
動
）

　

全
日
本
運
輸
産
業
労
働
組
合
岩

手
県
連
合
会
、
全
国
交
運
共
済
生

協
東
日
本
事
業
本
部
東
北
支
所
、

国
労
地
方
本
部
関
係
（
秋
田
・
仙

台
・
水
戸
・
高
崎
・
新
潟
・
東
京
・

長
野
・
千
葉
）

==

代
議
員
（
特
別
含
む
）
14
人
が
発
言==

職
場
の
厳
し
い
実
態
、組
織
拡
大

貨
物
問
題
、安
全
問
題
な
ど
議
論

方針討論
　

方
針
討
論
で
は
、
14
人
が
発
言

し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　

◇

◎
吉
田
一
久
代
議
員

（
一
関
運
輸
分
会
）

▽
一
関
市
議
選
挙
、
千
葉
信
吉
当

選
。
皆
さ
ん
の
支
援
・
協
力
に
感

謝
し
た
い
。

▽
組
織
拡
大
、
若
手
社
員
と
接
点

は
で
き
つ
つ
あ
る
。
分
会
と
し
て

呼
び
か
け
た
い
。

▽
検
修
合
理
化
後
、
労
働
条
件
厳

し
い
、
休
み
が
な
い
と
か
、
改
善

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

▽
一
ノ
関
駅
、
被
災
地
、
平
泉
世

界
遺
産
の
関
係
で
混
雑
す
る
中
、

Ｍ
Ｖ
導
入
で
要
員
減
、
厳
し
い
。

◎
佐
々
木
睦
美
代
議
員

（
北
上
施
設
分
会
）

▽
新
規
採
用
者
配
属
後
２
〜
３
年
、

国
労
と
も
話
は
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

▽
国
労
は
差
別
さ
れ
る
と
い
う
意

識
が
払
拭
し
き
れ
て
い
な
い
。
拡

大
の
難
し
さ
の
一
因
に
。

◎
小
野
寺
勝
則
特
別
代
議
員

（
一
関
区
地
区
協
代
表
）

▽
千
葉
信
吉
選
挙
の
支
援
に
感
謝

し
た
い
。
30
位
当
選
、
感
激
も
あ

っ
た
が
、
終
わ
っ
た
と
い
う
の
が

実
感
だ
っ
た
。

◎
館
川
幸
也
代
議
員

（
盛
岡
貨
物
分
会
）

▽
貨
物
会
社
、
14
年
ベ
ア
ゼ
ロ
、

夏
季
手
当
も
最
低
、
家
族
も
含
め

将
来
に
不
安
、
55
歳
30
％
カ
ッ
ト

は
ロ
ー
ン
や
子
ど
も
の
進
学
な
ど

厳
し
い
。
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
よ

う
本
部
へ
要
請
を
し
て
ほ
し
い
。

▽
貨
物
会
社
は
構
造
的
矛
盾
の
改

善
な
し
に
、
安
全
・
安
定
輸
送
は

無
理
だ
。
国
の
責
任
で
の
再
生
の

闘
い
の
強
化
が
必
要
。
客
・
貨
一

体
の
闘
い
の
強
化
を
。

◎
小
原
典
昭
代
議
員

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
組
織
拡
大
、
役
員
の
み
で
な
く
、

組
合
員
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
だ
。

▽
主
務
職
に
飛
び
級
試
験
で
合
格

〈
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
〉

伊藤茂岩手県
交運労協副議長

松井正義東日本
本部執行委員長
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執
行
部
中
間
答
弁（
要
旨
）

吉田一久代議員
（一関運輸分会）

館川幸也代議員
（盛岡貨物分会）

留場義継代議員
（宮古地域分会）

田端文明代議員
（八戸運輸分会）

左から沢田、佐々木（政）、佐々木（力）、小林、菊池、
小笠原、山川の新役員（及川、鈴木は欠席）

「挨拶する左から星、千葉、阿部の３議員」

〈
前
の
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
〉

の
組
合
員
も
。
資
格
の
あ
る
人
は

試
験
を
受
験
し
て
い
く
べ
き
だ
。

◎
笹
山
賀
庸
代
議
員

（
八
戸
工
務
分
会
）

▽
主
務
職
合
格
１
年
、
仕
事
は
主

任
と
変
わ
り
な
し
、
扱
い
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。
今
年
も
青
森

側
で
も
3
人
ほ
ど
合
格
と
聞
く
。

情
報
収
集
の
た
め
に
も
交
流
会
の

継
続
を
し
て
ほ
し
い
。

▽
２
０
１
５
年
新
幹
線
函
館
開
業
、

作
業
内
容
も
変
化
、
北
海
道
本
部

と
も
連
絡
密
に
対
応
し
問
題
解
決

の
努
力
が
大
切
。

▽
組
織
拡
大
、
新
規
採
用
者
と
個

人
的
付
き
合
い
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
分
会
全
体
の
取
り
組
み

と
し
た
い
。

▽
組
織
対
策
費
、
ま
だ
ま
だ
活
用

が
必
要
、
徴
収
が
必
要
と
思
う
。

◎
留
場
義
継
代
議
員

（
宮
古
地
域
分
会
）

▽
岩
泉
線
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ

る
と
代
替
輸
送
、
廃
止
も
検
討
と

も
あ
っ
た
が
？

▽
山
田
線
問
題
、
沿
線
市
町
ア
ン

ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
る
。
我
々
の

職
場
問
題
も
あ
る
。
ど
う
と
ら
え

て
い
る
の
か
。

▽
宮
古
市
議
会
で
「
Ｊ
Ｒ
山
田
線

鉄
路
早
期
復
旧
及
び
鉄
道
復
旧
に

係
る
関
係
法
令
の
整
備
を
求
め
る

意
見
書
」を
採
択
し
て
い
る
。我
々

に
と
っ
て
い
い
こ
と
と
思
う
。

◎
折
戸
俊
幸
代
議
員

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

▽
執
行
委
員
会
月
１
回
、
並
行
し

組
織
対
策
も
議
論
し
て
い
る
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
出
向
、

10
年
以
上
の
組
合
員
も
、
通
勤
事

情
の
悪
い
人
も
い
る
。
ぜ
ひ
解
決

の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

▽
組
織
機
構
・
体
制
の
見
直
し
も

必
要
で
は
な
い
か
。

◎
佐
藤
英
雄
特
別
代
議
員

（
運
転
協
議
会
代
表
）

▽
検
修
合
理
化
で
、
盛
岡
鉄
道
サ

ー
ビ
ス
に
出
向
。
パ
ー
ト
、
臨
雇

含
め
９
１
６
人
の
会
社
だ
が
厳
し

い
労
働
実
態
、
全
社
員
の
労
働
条

件
改
善
の
闘
い
で
、
組
織
拡
大
に

繋
げ
る
こ
と
も
大
切
だ
。

▽
Ｊ
Ｒ
北
海
道
問
題
、
東
日
本
本

部
運
転
協
議
会
と
し
て
も
交
流
の

取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
中
嶋
宏
代
議
員

（
青
森
運
転
分
会
）

▽
新
幹
線
函
館
開
業
に
よ
り
青
森

車
両
セ
ン
タ
ー
業
務
の
大
幅
減
が

予
想
さ
れ
る
。
出
向
先
会
社
も
同

様
、
組
合
員
の
大
半
が
50
歳
以
上

で
将
来
に
不
安
が
あ
る
。

▽
エ
ル
ダ
―
社
員
、
慣
れ
な
い
仕

事
や
、
危
険
な
作
業
や
仕
事
が
き

つ
く
退
職
し
た
い
と
の
声
も
あ
る
。

出
向
時
に
仕
事
の
内
容
を
は
っ
き

り
さ
せ
対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
。

◎
高
橋
凉
特
別
代
議
員

（
貨
物
協
議
会
代
表
）

▽
会
社
は
社
員
の
賃
金
抑
制
で
の

対
応
し
か
考
え
て
い
な
い
。
貨
物

労
も
同
調
し
て
い
る
。
闘
い
を
強

化
し
て
ほ
し
い
。

▽
盛
岡
の
保
線
職
場
に
新
規
採
用

者
が
配
属
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

ま
ま
だ
と
設
備
の
保
守
も
出
来
な

く
な
る
状
況
に
な
る
。

▽
今
年
も
貨
物
協
議
会
で
19
回
目

の
団
結
キ
ャ
ン
プ
開
催
、
今
後
も

続
け
た
い
。
地
本
・
支
部
な
ど
の

支
援
に
感
謝
す
る
。

◎
田
端
文
明
代
議
員

（
八
戸
運
輸
分
会
）

▽
１
人
の
組
織
拡
大
が
で
き
た
。

月
１
回
の
執
行
委
員
会
・
組
織
対

策
会
議
開
催
し
て
き
た
。
全
組
合

員
が
取
り
組
む
体
制
を
作
り
た
い
。

▽
組
織
拡
大
、
平
成
採
用
者
を
考

え
る
と
国
労
の
名
称
変
更
も
大
切

で
は
と
の
声
も
あ
る
。

◎
伊
藤
淳
代
議
員

（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

▽
組
織
拡
大
、
若
い
社
員
と
の
対

応
は
他
労
組
と
の
関
係
で
難
し
い

面
が
あ
る
が
、
組
織
を
引
き
締
め

頑
張
り
た
い
。

◎
田
村
公
治
代
議
員

（
青
森
貨
物
分
会
）

▽
東
青
森
駅
の
操
車
、
フ
ロ
ン
ト

の
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
の
状
況
、

退
職
な
ど
で
労
働
条
件
が
厳
し
い
。

出
向
者
が
年
休
を
取
れ
ず
保
存
休

暇
日
数
を
超
え
て
切
り
捨
て
ら
れ

て
い
る
人
も
い
て
厳
し
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
。

　

方
針
討
論
で
の
執
行
部
中
間
答

弁
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　

◇

○
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
、
変
化

が
出
て
き
て
い
る
。
今
後
も
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
こ
う
。

○
一
関
市
議
選
、
地
区
協
を
中
心

と
し
た
取
り
組
み
に
感
謝
し
た
い
。

○
検
修
合
理
化
問
題
、
職
協
、
東

本
本
部
と
相
談
し
て
い
く
。
交
流

会
は
開
催
し
た
い
。

○
Ｍ
Ｖ
問
題
、
支
社
と
協
議
し
て

い
く
。

○
貨
物
の
厳
し
い
実
態
は
十
分
理

解
す
る
。
こ
れ
ま
で
通
り
地
区
集

会
、
東
北
春
闘
集
会
は
続
け
る
。

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
本
部
伝
え
る

が
本
部
の
判
断
に
な
る
。

○
現
在
今
年
は
６
人
が
主
務
職
に

合
格
し
て
い
る
。
主
務
職
交
流
会

は
続
け
て
い
く
。
各
種
試
験
受
験

し
て
ほ
し
い
。

○
組
織
対
策
費
問
題
、
徴
収
の
意

見
は
伝
え
る
が
中
央
委
員
会
で
決

定
に
な
る
。

○
組
織
体
制
の
在
り
方
は
意
見
交

換
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

○
名
称
変
更
に
つ
い
て
は
、
東
日

本
本
部
の
会
議
で
報
告
し
て
い
く
。

○
新
幹
線
函
館
開
業
に
伴
う
問
題
、

直
前
に
な
ら
な
い
と
資
料
は
出
て

こ
な
い
が
、
支
部
・
分
会
な
ど
と

相
談
し
雇
用
不
安
の
な
い
よ
う
取

り
組
む
。

○
岩
泉
線
問
題
、
会
社
か
ら
は
何

も
堤
案
が
な
い
が
、
地
元
は
検
討

の
余
地
？
と
な
っ
て
い
る
。

○
山
田
線
の
ア
ン
ケ
ー
ト
問
題
、

推
移
を
見
守
り
た
い
。
宮
古
市
議

会
決
議
は
活
用
し
た
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
出
向

期
間
問
題
、
エ
ル
ダ
―
職
場
と
の

関
連
で
難
し
い
が
、
東
日
本
本
部

と
相
談
し
て
い
く
。

○
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
の
問
題
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、

本
人
が
し
っ
か
り
意
思
表
示
し
た

取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

地方役員改選

佐々木書記長
集約（要旨）

==

齋
藤
・
阿
部
・
高
橋
氏
が
退
任==

佐
々
木
委
員
長
は
じ
め

　

新
役
員
の
９
人
を
選
出

==

地
方
議
員
団
６
人
参
加==

活
動
の
報
告
と
議
員
団
会
議

組
織
の
拡
大
に
大
き
な

　う
ね
り
を
作
っ
て
い
こ
う

　

今
大
会
は
、

役
員
改
選
期

を
む
か
え
、

齋
藤
庄
司
執

行
委
員
長
、

阿
部
一
久
執

行
副
委
員
長
、

高
橋
亮
一
会

計
監
査
員
が

退
任
し
た
。

　

新
た
に
佐

々
木
力
執
行

委
員
長
以
下
、

次
の
新
役
員

が
選
出
さ
れ

た
。
役
員
任

期
は
２
年
。

【
新
役
員
体
制
】

◎
執
行
委
員
長
〈
専
従
〉

　

佐
々
木　

力
（
新
任
）

（
盛
岡
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

◎
執
行
副
委
員
長

　

小
林　

良
宏
（
再
任
）

（
盛
岡
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　

佐
々
木
政
志
（
新
任
）

（
青
森
車
両
セ
ン
タ
ー
）

◎
書
記
長
〈
専
従
〉

　

沢
田　

光
広
（
新
任
）

（
北
上
新
幹
線
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

◎
執
行
委
員

　

菊
池　

要
悦
（
再
任
）

（
盛
岡
駅
）

　

及
川　
　

孝
（
新
任
）

　

（
盛
岡
電
力
技
術
セ
ン
タ
ー
）

◎
会
計
監
査
員

　

山
川　
　

治
（
再
任
）

（
青
森
車
両
セ
ン
タ
ー
）

　

小
笠
原
勝
豊
（
再
任
）

（
盛
岡
駅
）

　

鈴
木　

清
正
（
新
任
）

（
北
上
駅
）

〈
組
織
強
化
・
拡
大
の
闘
い
〉

　

組
織
拡
大
は
会
社
に
対
す
る
影

響
力
が
あ
る
う
ち
に
行
動
を
起
こ

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。「
ど
こ

の
組
合
に
入
っ
て
も
差
別
は
無

い
」と
の
会
社
発
言
、自
信
を
持
っ

て
堂
々
と
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

こ
う
。「
ス
ピ
ー
ド
と
タ
イ
ミ
ン

グ
」
か
ら
「
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」

へ
運
動
を
進
め
よ
う
。
組
織
対
策

費
は
継
続
し
て
徴
収
す
る
よ
う
本

部
に
求
め
て
い
く
。

〈
一
括
和
解
以
降
の
職
場
の
取
り

組
み
と
労
働
条
件
改
善
、
安
全
・

安
定
輸
送
確
立
の
闘
い
〉

　

一
括
和
解
か
ら
７
年
が
経
過

し
、
会
社
の
労
務
政
策
も
変
化
し

て
き
て
い
る
。
助
役
試
験
・
主
務

職
試
験
に
も
合
格
す
る
組
合
員
が

見
ら
れ
る
一
方
で
、
職
場
に
よ
っ

て
は
不
公
平
感
の
声
も
あ
る
。
引

き
続
き
解
消
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。「
新
賃
金
・
人
事
制
度
」

「
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
」
に

つ
い
て
公
平
・
公
正
な
運
用
、
改

善
・
改
定
に
向
け
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
。
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託

社
員
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け
、

分
会
や
職
協
と
連
携
し
て
実
態
把

握
に
努
め
て
い
く
。
来
春
闘
は
消

費
税
率
が
８
%
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
中
で
の
闘
い
と
な
る
。
貨
物
会

社
の
「
賃
金
削
減
」
を
許
さ
ず
、

ベ
ア
を
求
め
て
闘
っ
て
い
く
。

〈
公
共
交
通
を
守
る
闘
い
と
Ｊ
Ｒ

線
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
闘
い
〉

　

青
い
森
鉄
道
で
は
雪
害
時
の
対

応
や
異
常
時
の
案
内
で
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
、
若
手
社
員
の
技
術
継
承

や
人
材
育
成
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
安
全
に
対
す
る
投
資
の
で
き

る
経
営
環
境
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
北
海
道
新
幹
線
函
館
開
業
後

の
並
行
在
来
線
の
あ
り
方
も
含
め

国
労
の
政
策
提
言
を
実
現
す
る
た

め
運
動
を
進
め
て
い
く
。
岩
泉
線

の
バ
ス
に
よ
る
代
行
輸
送
、
気
仙
沼

線
・
大
船
渡
線
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
、
山
田

線
の
「
鉄
路
に
よ
る
復
旧
」
に
つ
い

て
関
係
団
体
と
連
携
し
、
災
害
に

強
い
鉄
道
を
目
指
し
て
い
く
。

〈
政
治
闘
争
強
化
の
闘
い
〉

　

選
挙
戦
で
圧
勝
し
た
安
倍
政
権

は
「
集
団
自
衛
権
行
使
の
容
認
」

「
自
衛
隊
へ
の
海
兵
隊
機
能
付
与
」

「
武
器
輸
出
三
原
則
の
変
更
」「
国

家
安
全
保
障
会
議
の
創
立
」「
秘

密
保
護
法
案
」の
成
立
を
目
指
し
、

戦
争
す
る
国
へ
と
憲
法
改
正
に
向

か
っ
て
い
る
。
来
年
の
花
巻
・
青

森
市
議
会
議
員
選
挙
を
し
っ
か
り

と
闘
い
国
政
選
挙
の
準
備
を
し
て

い
く
。
引
き
続
き
政
党
・
共
闘
組

織
・
市
民
団
体
と
連
携
し
安
全
で

平
和
な
社
会
の
実
現
と
未
来
を
守

る
た
め
運
動
を
強
化
す
る
。
最
後

に
向
か
う
１
年
間
、
各
分
会
か
ら

組
織
拡
大
の
大
き
な
う
ね
り
を
つ

く
っ
て
頂
く
こ
と
を
再
度
お
願
い

し
集
約
と
す
る
。

　

地
方
議
員
団
の
阿
部
一
男
議

員
、
星
敦
子
議
員
、
10
月
29
日
に

当
選
し
た
千
葉
信
吉
議
員
と
山
崎

道
夫
議
員
が
大
会
に
参
加
し
日
頃

の
議
会
活
動
の
報
告
を
行
っ
た
。

新
議
員
の
千
葉
議
員
は
、
選
挙
へ

の
お
礼
と
今
後
の
決
意
を
述
べ

た
。
な
お
、
木
村
幸
弘
・
久
保
孝

喜
両
議
員
は
議
会
の
た
め
夕
方
の

議
員
団
会
議
か
ら
参
加
し
た
。
齋

藤
憲
雄
議
員
は
議
会
視
察
の
た
め

欠
席
し
た
。

〈
盛
岡
地
本
議
員
団
〉

木
村
幸
弘
岩
手
県
議
会
議
員

久
保
孝
喜
岩
手
県
議
会
議
員

阿
部
一
男
花
巻
市
議
会
議
員

齋
藤
憲
雄
青
森
市
議
会
議
員

星　

敦
子
北
上
市
議
会
議
員

山
崎
道
夫
矢
巾
町
議
会
議
員

千
葉
信
吉
一
関
市
議
会
議
員

＝2013年度＝

地
方
委
員

13
人
を
選
出

「
可
動
橋
」
が

　
　

最
優
秀
賞

　

２
０
１
３
年
度
の
地
方
委
員
に

は
次
の
13
人
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

▽
盛
岡
支
部
・
８
人

近
藤　

信
博（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

伊
藤　
　

淳（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

吉
田　

雅
美（
盛
岡
電
気
分
会
）

館
川　

幸
也（
盛
岡
貨
物
分
会
）

中
村　

弘
之（
北
上
駅
連
合
分
会
）

佐
々
木
喜
一（
北
上
工
務
分
会
）

吉
田　

一
久（
一
関
運
輸
分
会
）

留
場　

義
継（
宮
古
地
域
分
会
）

▽
青
森
支
部
・
５
人

野
坂　
　

均（
青
森
運
輸
区
分
会
）

中
嶋　
　

宏（
青
森
運
転
分
会
）

工
藤　
　

誠（
野
辺
地
三
沢
分
会
）

笹
山　

賀
庸（
八
戸
工
務
分
会
）

加
藤　
　

寿（
八
戸
貨
物
分
会
）

　

大
会
で
は
２
０
１
２
年
度
の
機

関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
わ

れ
た
。

　

応
募
作
品
は
、「
可
動
橋
」（
青

森
駅
連
合
分
会
）、「
萌
芽
」（
青

森
運
輸
区
分
会
）、「
か
わ
ら
版
」

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）、「
盛
岡
電

気
」（
盛
岡
電
気
分
会
）、「
Ｒ
ｅ

ｎ
ｋ
ｅ
ｔ
ｕ
」（
盛
岡
貨
物
分
会
）、

「
け
ん
ま
い
」（
北
上
駅
連
合
分
会
）

の
６
作
品
。

　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
は
次
の
通

り
。

　
　
　
　
　
　

◇

◎
最
優
秀
賞　
　

「
可
動
橋
」

　
　
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

◎
優
秀
賞

「
盛
岡
電
気
」

　
　
（
盛
岡
電
気
分
会
）

「
Ｒ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｔ
ｕ
」

　
　
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

==

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル==


